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図 -8　1998-2020 年以前を追加した年最大高潮偏差

図 -4　確率最大高潮偏差と最大高潮偏差 (1998-2020 年 ) および最適分布関数
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要  旨
　港湾の潮位特性の把握は重要である。設計潮位は所定
の再現期間を有する確率潮位を採用することが多く、長期
間の潮位観測記録が求められるが、データの統計年数が不
足することが多く外挿予測とならざるを得ない。本検討で
は、日本沿岸の気象庁験潮所の潮位データ(1998～2020年)
を整理し、全国の潮位特性の把握を主に高潮偏差の確率
的観点から試みた。また潮位データの統計年数についても

考察を加えた。その結果、類似地形の近隣では確率高潮
偏差の値や最適分布関数が類似する傾向があり、最適分布
関数はワイブル分布が多く、極値Ⅱ型が最適分布関数とな
る地点では観測最大高潮偏差の再現期間が50年を超える
傾向が見られた。確率値の検討には長期間の統計データが
必要だが、期間が短くても極大値統計によりMIR基準が下
がれば推定誤差を同等にできる可能性がある。
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JCOPE データによる日本沿岸の海流特性

Characteristics of Currents Along the Japanese Coast Based on JCOPE Data

片山 裕之 1), 谷上 可野 2), 鵜飼 亮行 1), 三浦 成久 3)

Hiroyuki Katayama 1), Kano Yagami 2), Akiyuki Ukai 1) and Naruhisa Miura 3)

　着底式洋上風力基礎の設計では、外力として波と流れを考
慮するが、外洋の海流は観測データが少なく、推算値を参考
にせざるを得ない。JCOPE2Mは日本沿岸の推算値で扱いや
すいが日平均流速であるため、解析の格子間隔や時間間隔
がより細かく潮流も考慮されるJCOPE-Tの利用が推奨されて
いる。
　本研究では、JCOPE2MとJCOPE-Tの関係を整理し、洋上風
力基礎外力の海流としてのJCOPE2Mの利用可能性について
検討した。更にJCOPE2Mの表層推算海流を用い、洋上風力
検討サイトを中心に日本沿岸の海流特性を整理した。その結
果、適切な補正によりJCOPE2Mの利用可能性が確認され
た 。また 流 れの 鉛 直 分布は、水平・時 間 解 像 度の高い
JCOPE-Tを使った方が良いが、表層では吹送流の影響が現れ
るため、単純にJCOPE-Tの表層流速からの1/7乗則では過大
評価になる可能性が高い。

図 -5　JCOPE2M による各地点の最大値・平均値
（1993~2019 年：27 年間）

図 -3　JCOPE2M と JCOPE-T の年最大値・年平均値の相関

図 -10　JCOPE2M および JCOPE-T による流速の鉛直分布（抜粋）
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